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葛西臨海水族園　村松茉由子

　2016年10月6日、「東京の海」エリアに「浮遊生物」の展示
がオープンしました。浮遊生物（プランクトン）とは、遊泳する力
が弱く、流されながら海中を漂う生活をしている生物のことで
す。この水槽では、浮遊生物の仲間であるクラゲを主に展示して
おり、特に力を入れているのはミズクラゲです。
　ミズクラゲは日本各地で見られ、東京湾にも多く現れます。時
には海水と河川の水が混じる河口付近まで流されてくることも
あるので、一度は見たことがあるという方は多いかと思います。
　さて、そんなミズクラゲがどのように生まれて成長するのかご
存知でしょうか。ミズクラゲにはオスとメスがいて、受精した小さ
な卵はしばらく経つと泳ぎだします。そして岸壁や岩などにくっ
ついて、イソギンチャクのような形の「ポリプ」になります。その
後、ポリプは水温変化などをきっかけにして、「エフィラ」という子
どものクラゲを放出します。このようなミズクラゲの一生を、イ
ラストや解説を交えて紹介しています。
　新しい展示場では、以前は一緒に展示できなかった他のクラ
ゲやクラゲ以外の浮遊生物を展示できるように、水槽の数を増
やしました。また、大人用の解説のほか、新たに大人の膝くらい
の位置に子ども向けの解説を、さらに観覧窓の位置を以前より
低くしたことで、親子や車椅子の方にも見やすくなる工夫をしま
した。多くの方に浮遊生物のおもしろさや魅力をお伝えしていき
たいと思います。

春から秋まで屋内で避暑をしていたミナミイワトビペンギン
が展示場でご覧いただけます。ぜひ会いに来てください。
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特集1

特集2 “かわてらす”が隅田川に誕生しました！

「開かずの踏切」をなくし
まちづくりを促進します

隅田川 “かわてらす
”

連続立体交差
事業の効果

高架下利用
例

ＪＲ南武線（
稲城長沼駅

）

渋滞解消で人とモノの流れがスムーズに

地域分断解消により賑わいのあるまちに

バスや救急車も遮断する
渡れない踏切！

都内には、約1050か所の
踏切が存在
そのうち200か所以上が
「開かずの踏切」

ストック
効果
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保育所保育所

環状第４号線（明治通り） 京成押上線京成曳舟駅周辺京成押上線京成曳舟駅周辺
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解消！

踏切による
交通渋滞が解消

高架下に保育所や
商業施設を整備し、

便利なまちに

事業を契機に

再開発等が進展

推 進 中 ～踏切がなくなる、
　　　まちが生まれ変わる～

葛西臨海水族園は、改修工事のため
2月1日より約１ヶ月間、休園致しま
す。ご理解のほどよろしくお願い致し
ます。
詳しくはHPをご覧ください。
http://www.tokyo-zoo.net


